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Tesla），用いた pulsesequenceは， IR (inversion 
recovery）法と SR(saturation recovery）法で，主と
して IR1500/400/43 (T1像）， SR 1000/60, SR 
2000/100 (T2像）による検索を行なった．
急性硬膜下血腫例，脳挫傷例，さらに混合型血腫例











intensityで， SR法にて lowand high intensityを
示すもの13例， IR法ICて lowintensityで， SR法lζ
て highintensityを示すもの9例， T2像l乙て high





































senile ankylosing hyperostosis of the spineと名づけ，


















146例でその内訳は， neurinoma34例 meningioma10 
例， angiomaまたは AVM20例 arachnoidcyst 19 
例， hemangiolipoma11例， metastasis14例， Lipoma,
ganuloma各8例であった．とれらに比較して， astro-
































最後に， Swanneck deformity after cervical Jami-
















































































































































































































































































でのプロープと MCAの角度は 45.4＋ー 7.9(29. 5-
61. 2）と考えられる．
2) ACA (5. 0-6. 5）は多分 Al挙上のような場合を
除いて A・comlζ近づくとプロープと平行に近くなる
ので transorbitalと transcranialで大差が無い． 但
し， interhemisphericsteal等で ACA,ICA, ophthal-
mic ~（3. 5-4. 5）での流れが逆転している場合を留意
しておく必要あり．





下すると共に P-com (6. 5-8. 0) の sonogram が















































































































で，内分沼、学的には nonfunctioning tumor 4例，




































て腫蕩摘出術をお乙ない， chromophobe pituitary 
adenomaと診断した．
20) pituitary stalk tumorの3例
国立宇多野病院脳神経外科
武田重二




MRI-CTで検査したところ， pituitarystalk fi'.: mass 
を認めた．入院後の検査では下垂体前葉ホルモンのう
ちGH分泌不全を認めたが， TSH,PRL, LH, FSH, 
ACTH には異常を認めなかった． X 線 CTでは
pituitary stalkが太くなっており， Ti強調 MRI-CT
でstalkIL限局して highintensity massを認めた．
手術をおとない biopsyをとったところ， juveniletype 
astrocytomaであった．




が， TSH,PRL, LH, FSH等Iζ異常は認めなかった．
X－線 CTでは pituitarystalkはやや腫大し， MRI-



















































































乙とはできない．電顕にて interdigitationtight j unc-































見られたが tightおよび gapjunction ほ認められな





















なった． 以上により germinoma with syncytiotro-













手術標本の組織診断は mixedgerm cel tumorで，
成分の多い方から endodermalsinus tumor,embryonal 





















オー 7特異的 CTLクローンに lFN-y遺伝子を導入
したので報告する．
マウス実験的脳腫場203グリオー7l[対する CTL
クローン E-4を樹立した． との后， レトロウイルス
ベクターを用いて， E-4IζIFN-yの cDNAを感染
導入した．乙の遺伝子導入は， Southornblot analysis 
lとより確認した．更に cDNAから mRNAへの転写
が行なわれているととを Northernblot analysis lとよ
り確認した．これら遺伝子導入サプラインの， mvitro 
における IFN産生量を bioassayしたと乙ろ， Ey-6,
Ey-9というサプラインが，親株 E-4IC対して IFN
を飛躍的に産生していることがわかった. 203グリオ




























蕩細胞株（VMastrocytoma, NB85 neuroblastoma, 
Bl6 melanoma, Y AC-1 lymphomaおよびその戸2















では軽鎖の遺伝子欠損のため， A.H-2ー と NB85で
は軽鎖の蛋白合成あるいは細胞質から細胞膜までの
.ransportの段階などの障害により， いずれも細胞表










で比較すると， MHC抗原陰性の A.H-2ー がより悪性
度が高かった．両株の脳内における tumorigenicityの
差は T-cel depleted マウス（胸腺摘出に続く放射線








































































































































































































































































側 9mmの， Ce-pcを中心とした直径約 6mmの凝
固巣を作ると， Ce-me,Pu, Pf, Lim, VC, FM，等iζ
一部かかる．癌脊柱転移5例（1例は両側手術），脳卒
中後視床痛2例lζ施行した．癌転移の1例では，造影
剤脳室撮影の副作用と推定される遅発性遷延性の意識
障害により著るしく AOLが低下したため poorとし
たが，乙れを含む4例では麻薬やペンタゾシン等から
離脱出来た．
残る 1例も 1/41ζ使用量を減じ得た．之等の標的は
非特殊核であるから，辺縁系と lesionとが関連を持
ち，どく軽微の意識レベル低下が疹痛への無関心をも
たらした結果も関係があると推測される．視床痛のl
例では度々再発をおこしているが， このような long
survivalの可能な症例では，破壊法による lesion作製
よりも刺激法を今後遺ぶべきかと考えている．
